
2026年度　中国地区ダートラ部会＃3　議事録 記　太田(HMC)

【日時場所】

2026/6/7(日) 16：00～　テクニックステージタカタ ブリーフィング会場

【参加クラブ】（クラブ略称のみ記載、順不同、敬称略）

TBR、INDY、CCM、チェリッシュ、山口大学自動車部、広島大学自動車部

オレンジ、MCCS、ACA、Y.C、RCH、HMC、EB、スピリット

【議題】

　1.来年度の以降のクラス分けについて

・部会長作成のたたき台に対するアンケート結果を共有

・アンケート結果からは現状のクラス分けの継続を望む回答が大多数となった

※アンケート結果は次ページ以降参照

　２.来年度の以降のエントリー方法の変更について

・参加者のエントリ手続きと主催者の主催用資料作成の効率化を目的に

　エントリー方法の変更を検討中。

・概要：PCやスマホから規定フォームに必要事項を入力し

　　 　入力結果を、専用ソフトによって主催に必要な資料形態に

　自動生成する仕組

・JMRC中国のジムカーナ選手権では今年から試験導入を開始。

　大きなトラブルはなく大半のイベントで導入される見込み

・定着するまでは、従来のエントリ方法も併存可能

・選手からは、導入に対し否定的な意見等もなく賛同が得られた。

・主催クラブからも、事務作業の効率化が期待できるとし導入に賛同

※エントリー方法についての資料はP11以降参照

　3.その他

スポーツ安全保険加入カードの送付時期について意見があった。

以上

　



■アンケートについて
　将来性と競技性を念頭に、以下観点で、中国地区でのダートトライアルのクラス分け検討しています。

　　・クラス車両性能差が出にくい年式と排気量

　　・車両の連続性を担保（クラス変更後、現時点乗っている車両であっても競い合うことが出来るクラス）

　　・新規でダートトライアルを始める方が競技車両のベース車購入検討ができること

　　・クラス変更により、現状の車両から車両更新を検討が出来ること

　皆さんの意見を拾い上げるため、下記のような検討のたたき台を展開しますので、アンケート回答へのご協力をお願いいたします。

クラス名 参加車両 クラス名 参加車両 意図

AT　　　  　　　クラッチペダルを有しない2輪駆動のAE・PN・N・SA・SAX車

両。ただし、デファレンシャルギアの変更は禁止する。

AT　　　  　　　クラッチペダルを有しない2輪駆動のAE・PN・N・SA・SAX車両規定に準じた車両。ただし、デ

ファレンシャルギアの変更は禁止する。

発展中のため維持

PN1 気筒容積1600cc以下の２輪駆動のPN車両 PN1+ 気筒容積1600cc以下の2輪駆動のPN車両規定に準じた車両。ただし、FIAまたはJAF公

認車両、JAF登録車両であることは問わない。

2駆N車両のクラス最適化

NPSA

(※1)

2輪駆動のN車両、及び気筒容積1500cc未満の2輪駆動

で2005年式以降のAE・PN・N・SA・SAX車両・B車両（2

輪駆動のラリー車両規定のRJ車両含む）

PSA 2輪駆動の気筒容積1600cc未満の２輪駆動で初度登録年月が2005年以降のAE・

PN・N・SA・SAX・B車両規定に準じた車両（ただし、B車両は2輪駆動のラリー車両規定の

RJ車両規定と同等の改造範囲までとする）

PSA車両の拡大。

（ZC32スイフトのSA車をこのクラスに

含めるかが論点）
SA1 2輪駆動のSA及びSAX車両 NSA1 2輪駆動のPN・N・SA及びSAX車両規定に準じた車両 2駆N車両のクラス最適化

RWD 排気量区分なし 後輪駆動のPN・N・SA・SAX・SC・D車両 RWD 排気量区分なし 後輪駆動のPN・N・SA・SAX・SC・D車両規定に準じた車両 発展中のため維持

NS1 4輪駆動のN・SA及びSAX車両 N+ 4輪駆動のPN・N車両規定に準じた車両 新型車両への移行促進。

旧型車のPN・Nは製作できなくはないが、

維持困難の為SCD2移行を促す。
SCD1 2輪駆動のSC及びD車両 SCD1 2輪駆動のSC及びD車両規定に準じた車両 車両の実力的に他と混ぜれない

SCD2 4輪駆動のSC及びD車両 SCD2 4輪駆動のSA・SAX・SC及びD車両に準じた車両 平成のハイパワー4WD中心のクラス。

新型車両の改造車は改造範囲で対応。

チャレンジ 車両区分なし。ただし、本統一規則第5条に該当するシード

選手は出場不可。

チャレンジ 車両規定による区分なし。ただし、本統一規則第5条に該当するシード選手は出場不可。 発展中のため維持

クローズド 車両による区分無し（JAF発給のライセンス無し） クローズド 車両規定による区分無し（JAF発給のライセンス無し） ー

オープン 車両による区分無し（JAF発給のライセンス有り） オープン 車両規定による区分無し（JAF発給のライセンス有り） ー

現行クラス 案（たたき台）



意見

意見

・全日本に準拠したPNE1の改造範囲(デフ変更OK)＋その他の車両区分(デ

フなし)としたら如何でしょうか

・旧車も含まれるのが良いと思います

97%

3%
現行のATクラスについてどう思いますか？

現状に満足

意見あり

97%

3%
現行のPN1クラスについてどう思いますか？

現状に満足

意見あり



意見

意見

・台数も少なくなって来ている為scd1と同じクラスで良いのでは？他地区は

改造車とSA1が一緒に走っている

・ZC33SのPNとPN1クラス該当の改造車（SCまでで排気量UPは禁止）

でPSAで良いと思う。

・2輪駆動のN車のためのクラスは不要(SA1に移るべき)PN1車両はナン

バー付きレベルの改造では大幅に速くなることは無いのでPN1クラスと合体で

良い。

・表記で気筒容積で規定すると排気量係数区分ではないと解釈する人達が

いるので、表記を変えた方がいいと思います。

・台数減もあり、N1/SA1混走が良いと思います

・1600cc上下でのクラス分けが良いと思います

・正直分かりにくい

・ZC32スイフトは、含めないほうが良い

・2駆NはSAと混ぜていいのでは？(たたき台案と同意見)

80%

20%

現行のNPSAクラスについてどう思いますか？

現状に満足

意見あり

90%

10%
現行のSA1クラスについてどう思いますか？

現状に満足

意見あり



意見

意見

・今後のPN/Nの発展のためにもSA車両とは別にすべき

・NとSAの性能差解消若しくはクラス分けが望ましい

・SA2はscd2と一緒で良いと思います。Nクラスを復活が良さそう

・SCDクラスの車両はSCD1クラスに移行すべきかなと。

・もう少し台数増えればDは別にしたほうがいいと思う

・後輪駆動のSCとDはRWDから外しても良いと思う(全日本D1車とPN3が

同じなのは酷だと思う)

・台数が少ないが全日本PN3の状況を考えると残さざるを得ない

・Ｎ車両とSA車両は分けたほうが良い。車両の差がありすぎる。

87%

13%

現行のRWDクラスについてどう思いますか？

現状に満足

意見あり

87%

13%

現行のNS1クラスについてどう思いますか？

現状に満足

意見あり



意見

意見

・参加台数が少なくなり成立が難しくなりそう

・台数が少ない為SA1と一緒で良さそう。タイムも近いので

・SA2と一緒で良さそう。

93%

7%
現行のSCD1クラスについてどう思いますか？

現状に満足

意見あり

97%

3%
現行のSCD2クラスについてどう思いますか？

現状に満足

意見あり



意見

意見

・意見無し

・ここにずっと居られるのは本意でなく本クラスに移行してもらいたいと思うの

で、出場可能年数(例えば３年)での制限を加えたら

・FF/4WDとFRは分けても良いのではないか(旧型86は安くなっているので

今後入門者が増えると予想、4WDはハンデ付ける等で対応)

93%

7%
現行のチャレンジクラスについてどう思いますか？

現状に満足

意見あり

100%

0%
現行のクローズド/オープンクラスに

ついてどう思いますか？

現状に満足

意見あり



・NS1の分割案はタイム差では妥当と思いますが、現状の参加者では3〜4台しかおらす、今後を想像してもPNやNの台数が増える見込みは無いと思います。

・NS1クラスは、現状で良いと思います。年式古い車両で改造少ない方はSCD2だと辛いかなと考えます。

・SCD2クラス(ナンバー無し)にナンバー付きのSAクラスを一緒にするのは賛同できません。参加する方的には改造車が良くて、改造車クラスが良くてこのクラスの車を作り走ってるのにナンバー付きと

一緒のクラスになるのはモチベーション的にも下がってしまいます。観戦する側もナンバー無しが走ったりナンバー付きが走ったりクラス区分が複雑になっていて分かりにくいと思う。そもそも、SCDクラスは

CクラスとDクラスが既に合体しているし、クラス区分も分かりやすい今のままが最適と思います。

・現状ではNPSAクラスの意義が薄いためテコ入れしたい。台数に合わせてクラスは上手く振り分けて減らす方向でクラスあたりの台数を増やすようにしたい。

・SCD2に参加しているが現状希望。ですが皆さんの意見にあわせます。

・PN2がNPSAから出されるのは妥当と思うが、古いN車も出してPSAにすると台数が確保出来ないのでは。

・現NS1の改正案だが、今からN車両を用意してまでNに出る人が多いのかは疑問。また、現状はある意味ナンバー有り、無しの分けとなっており初心者にも分かりやすく、新規参入を望みやすいと

思う。加えて、現在NとSA相当改造車に歴然と呼べるほどの差は無く、バランスは悪く無いと思う。更に、新規参入を想定する場合、おそらく中古車を用意して参加することになるとは思うが、市場

に流れる中古競技車はおおよそNよりA程度に改造された車両が多く、おそらく大多数はSAとして参加することになると思う。そうした時に、同クラスで速い車両を仰ぎ見ると、ナンバーも付かない

SC、D車両を見て、自分もいつかと目指せる対象になり得るのかは疑問。勝つにはN車両の用意というハードルを越える必要があり、かなり無理をすることになり、存続に繋がりにくいと考える。反

面、現在のA車両参加者は格上の改造車に勝負出来る点はやりがいもあるかもしれない。

・NS1をN +とSCD2に分けるなら、SA1をSCD1と統合してはどうか

・変更するのであれば、全日本選手権と同じクラス分けを要望します。今回の案だとSA2が改造車のハイパワー車と競わなければいけなくなります。四駆のみNとSAが分けられ、二駆(ff)は

PN.N.SAが一緒のクラスになっており、賛同はできません。

・4WDのSAとSCが同一クラスは車両の差が大きいと思う。また、ランサーのN車もいるためヤリスと別クラスにする文言としては年式が良いかと思う。

・概ね賛同。既存の参加者を守るだけでなく、より参加を増やしていくことを狙いとした設定頂きたく

・現状維持で良いと思います。

・SAP2をSCDに入れるのは反対。やるならDを別にすべき。他地区にもある。SAでDと競うならお金かかる。古い車は乗ってるだけでかかるけどさらにかかる。まあ決まれば従うしかないけど。できなく

なったら辞めるだけかな。

たたき台として挙げている案についてどう思いますか？
・台数によるが、増えた時のクラス分けなら賛同

・SCD2クラスは現行が良い

・4駆のナンバー付車両とナンバー無し車両はクラスの意義や主旨が全く違うので一緒のクラスにすると、そこがすごい曖昧になり、選手のモチベーションが下がって、競技人口の減少を招くのではない

か。

・一度やってみてもいいと思うがN+では現状台数が少ないと思う



シリーズポイント表の更新をしっかりして下さい。昨年のポイント表が途中で放置されています。他地区の人達も見たりするので恥ずかしい。

色々な意見があるとは思うが、現状の参加者はどの形でも最終的には納得すると思う。運営側には多大な負担だと思うが、皆の意見を聞いた結果を自信を持って決定して頂きたいと思う。いつも

ありがとうございます。

それぞれオーガナイザーで参加リストやリザルトのフォーマットがまちまちなので統一してほしい。

タカタがもっと練習できたら嬉しいです

部会は大会後ではなくZoomなど活用して別日程で定期的に開催していったほうがいいと思います

近畿地区で開幕戦を徳島で開催しているように、中国地区戦もどこか1戦徳島で開催するのはどうでしょうか？四国地区が新コース三好GPをなんとか盛り上げようとしているので、中国地区からも

協力できれば良いなと思います。

いつもありがとうございます。

たくさんの意見がありまとめるのが大変だと思いますが、他地区のクラス分けとも手を握りながら進められると全体として見た時にややこしさは減るのでは無いかと思いました。

・第1戦の時期を4月から5月開催が望ましい

・2026年第3戦はいくらなんでも時間がかかり過ぎだと思う。コース設定の多様性が損なわれても基本的にトリプルスタート前提でないと九州併催は厳しいのではないかと感じた。また、第3戦は九

州→中国の順に出走となっていたがゼッケン番号が中国→九州となっており非常に分かりづらかった。ゼッケン番号は出走順と合わせてほしい。

・クラス分けについては、改造範囲の狭いクラスの方が広いクラスと一緒に走ることをどう思うかだと思います。台数が少なければ盛り上がらないしモチベーションも上がらないと思います。

・現状ではNPSAクラスの意義が薄いためテコ入れしたい。台数に合わせてクラスは上手く振り分けて減らす方向でクラスあたりの台数を増やすようにしたい。

・参加型モータースポーツではあるが、口を開けて待つだけではなかなか厳しい状況だと思う。

新規参入を求めるだけでなく、参入した参加者を捕まえ続ける、やりがいとハードルのバランスが大切だと考える。

現チャレンジクラスの若者などと会話すると分かりやすいが、今の若者にとっては資金面はかなりのハードルとなっている。

昔に比べて物資の価格高騰、車両の玉数、そもそもの収入面などで状況が違う事を念頭に置いてこれからも継続してほしい。

ダートトライアル部会に何か要望やご意見、ご提案がありましたら自由に記載ください。

クラス分けやその他のことについて中国地区ダートトライアル選手権について、思うことがありましたらご意見記入ください。

・地区戦でも中間タイムをリザルトに残してほしい。

・チャレンジクラスの３本走行は良いと思う。だか、九州地区と併催するなら、別日に開催を希望する

・ひとまず学生を中心に参加人数が増えてきたことは評価しますが、次は彼らがステップアップして継続して参加できる、そこから上級（西フェスやJAFカップ、全日本）に参加しやすいような設定を

検討し、全日本に準拠する方向で考えてもらえたらと思います

・特に無し
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ATクラス 青：総参加者数

赤：１戦ごとの平均台数
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PN1クラス 青：総参加者数

赤：１戦ごとの平均台数
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SA1クラス 青：総参加者数

赤：１戦ごとの平均台数
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RWDクラス 青：総参加者数

赤：１戦ごとの平均台数
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NS1クラス 青：総参加者数

赤：１戦ごとの平均台数
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SCD1クラス 青：総参加者数

赤：１戦ごとの平均台数
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SCD2クラス 青：総参加者数

赤：１戦ごとの平均台数
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チャレンジクラス 青：総参加者数

赤：１戦ごとの平均台数

■補足

【総参加者数】

そのクラスに参加している人の数（種類）を表しています。

例 第1戦出場者 Aさん、Bさん、Cさん、Dさん、Eさん

第2戦出場者 Aさん、Bさん、Cさん、Gさん

総参加者数はA～Gさんまでの6名と換算

【1戦ごとの平均台数】

総参加者数/クラス成立した大会数 ※つまり、不成立した大会は除外して算出

【算出データ元について】

JAF戦への参戦者を元に算出しています。 従って、他地区からの参加者も含めた算出をしています。



活動の背景
・地区戦主催の事前/当日の特に事務局準備が大変であり、主催者の負担軽減が必要な状況にある。

（サラリーマンは夜間土日に対応、自営業は本業時間が削られる）

・参加者においても、申し込みの簡便化により、現参加者の手間の簡素化を行いたい。

・競技人口の増加のためには、スマホしか所有していない若者世代が、気軽に申し込みできるシステムが求められる時代となっている。

（郵送の場合、参加者は郵便局窓口に行く必要が有る。主催者は、郵送先に不在時、再配達手続や郵便局窓口に行く必要が有る。）

目的と目標
【目的】

主催時の競技会書類を簡単に作成できるシステムを構築し、現主催者の継続、及び新規主催者の参入を促し、適正なシリーズ開催戦数を維持する。

手軽な申込方法とすることで、エントラント数の維持/拡大を図る。

【目標】

・2026春までにシステム暫定版を構築する（練習会トライアル含む）。

・2026年JMRC中国ジムカーナシリーズで、3戦以上のスポット適用 ジムカーナ：地区戦２戦適用、全日本タマダ計時ステム適用

・2027年JMRC中国ジムカーナ/ダートラ シリーズ適用（仮） ダートラ：地区戦計時システム適用を計画、全日本タカタ適用を計画
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Formzu

システムイメージ

参加者

PC

PC

スマホ

主催者

スプレッドシート
横軸固定

エントラントリスト

JMRC中国に
メール

タイム
一覧表

車検用資料

アナウンサー資料

PC

スマホ

リザルト
（暫定/正式）

JAF提出用資料

P.3

準備URACS
完全URACS

計時URACS
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